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一

西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

│
│
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
│
│
（
五
）

小　

林　

恭　

治

本
稿
は
左
記
の
拙
論
の
続
編
で
あ
る
。

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

│
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
│
（
一
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
47
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
22
年
３
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

│
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
│
（
二
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
15
号　

平
成
22
年
４
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

│
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
│
（
三
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
48
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
23
年
３
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

│
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
│
（
四
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
48
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
23
年
３
月
）



二

25
、「

イ
ク
井

本
」（
16
ウ
）

 

　

資
料
Ｂ-

22
の
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
に
お
け
る
冒
頭
の
注
記

「

イ
ク
井

本
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
項
目
自
体
が
佚
文
で

あ
る
が
、
こ
の
「

イ
ク
井

本
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と

思
わ
れ
る
。

こ
の
西
念
寺
本
の
「

イ
ク
井

本
」
は
、
二
行
目
の
類
音
注
記
「
亠
逹
」
の
「
逹
」
字
の

右
隣
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「『
亠
逹
』
の
『
逹
』
字
が
異
本
で
は
『

』
と

記
さ
れ
て
お
り
、『

』
字
に
は
振
仮
名
『
ク
井
』
が
付
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
を

示
し
た
異
本
注
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
標
出
漢
字
「

」
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
各
写
本
の
標
出
漢
字
の
字
形
と
、
意
義
注
記
の
記
述
が
「
左
右
両
視（

72
）」

で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、『（

73
）』

も
し
く
は
『（

74
）』

を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
す
る
と
、
観
智
院
本
で
「
亠
達
」、
西
念
寺
本
で
「
亠
逹
」
と
あ
る
類
音
注
記
は
、
本
来
、『
亠
逵（

75
）』

と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『
亠
逵
』
の
『
逵
』
字
は
、
資
料
Ｂ-
22
の
高
山
寺
本
の
「
音
ク
井

」
の
「

」
字
と
字
形
が
類
似
し
、
西
念
寺
本

の
「

」
字
は
、
そ
の
高
山
寺
本
の
「

」
字
に
類
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
西
念
寺
本
の
「

イ
ク
井

本
」
の
「

」
字
の
右
傍
に

は
「
ク
井
」
と
い
う
振
仮
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
高
山
寺
本
の
「
音
ク
井

」
の
「

」
字
の
右
傍
に
も
朱
で
「
ク
井
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
西
念
寺
本
の
「

イ
ク
井

本
」
の
「
イ
本
」
と
は
、
高
山
寺
本
の
よ
う
な
状
況
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
西
念
寺
本
の
「

イ
ク
井

本
」
は
、
高
山
寺
本
系
統
の
写
本
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
振
仮
名
の

「
ク
井
」
も
同
時
に
引
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（

76
）。
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三

26
、「

イ
」（
16
ウ
）

 

　

資
料
Ｂ-

23
の
項
目
は
、
次
の
資
料
Ｂ-

24
の
項
目
と
と
も
に
、
標
出
漢
字
「
便
」
の

熟
字
項
目
の
一
つ
で
あ
あ
る
。

資
料
Ｂ-

23
の
各
写
本
の
熟
字
を
対
照
す
る
と
、
観
智
院
本
で
は
「
将
為
」
と
二
文

字
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
西
念
寺
本
と
高
山
寺
本
で
は
、
三
文
字
目
に
相
当
す
る
箇
所

に
「
便
」
字
を
省
略
し
た
意
を
表
す
符
号
の
「―

」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
Ｂ

-

23
の
項
目
が
標
出
漢
字
「
便
」
に
関
す
る
熟
字
項
目
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
本
来
は
観
智
院
本
に
お
い
て
も
、『
将
為―

』
と
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
観

智
院
本
の
「
将
為
」
項
目
は
、
西
念
寺
本
の
「

為―

」
項
目
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る（

77
）。

そ
こ
で
、
資
料
Ｂ-

23
に
お
け
る
各
写
本
の
注
記
の
状
況
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
熟
字
項
目
「

為―

」
の
「

」
字
の
右
の
「

イ
」
と
い
う
注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
こ
の
西
念
寺
本
の

「

イ
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
思
わ
れ
る
。

西
念
寺
本
の
「

イ
」
は
、「
熟
字
項
目
『

為―

（
便
）』
の
『

』
字
が
異
本
で
は
『

』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
を
示
す

異
本
注
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
の
資
料
Ｂ-

23
と
次
の
資
料
Ｂ-

24
の
熟
字
項
目
は
、
万
葉
集
・
四
八
一
番
歌
の
「
將
云
爲
便　

將
爲
便
不
知
」
と
い
う
一
節
か
ら

見
出
し
語
を
作
成
し
、
資
料
Ｂ-

23
で
は
、「
將
爲
便
不
知
」
の
「
將
爲
便
」
の
部
分
の
訓
読
で
あ
る
「
せ
ム
ス
（
爪
）
ヘ
」
を
、
そ
の
ま

ま
注
記
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
あ
る（

78
）。

訓
み
下
し
の
問
題
は
別
と
し
て
も
、
こ
の
熟
字
項
目
の
見
出
し
語
が
万
葉
集

に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
記
述
か
ら
、
資
料
Ｂ-

23
の
西
念
寺
本
の
「

為―

」
の
「

」
字
は
、『
將
』
ま
た
は
『
将
』
字

資料B-23

観智院本
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四

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
異
本
注
記
「

イ
」
も
、
そ
れ
に
関
す
る
記
述
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
西
念
寺
本
の
「

為―

」
の
「

」
字
と
、
異
本
注
記
の
「

イ
」
の
「

」
字
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
資

料
Ｂ-
23
の
そ
の
他
の
写
本
の
状
況
を
見
る
と
、
そ
の
標
出
漢
字
に
つ
い
て
、
観
智
院
本
で
は
「
将
」、
高
山
寺
本
で
は
「

」
と
記
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
来
、
西
念
寺
本
の
熟
字
項
目
は
、
例
え
ば
、
高
山
寺
本
の
よ
う
に
『

為―

』
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
異
本
対
照

が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
異
本
で
は
観
智
院
本
の
よ
う
に
『
将
為―

』
と
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、『

』
字
に
対
し
て
異
本
で
は
『
将
』
と

あ
る
旨
を
異
本
注
記
と
し
た
の
で
は
な
い
か
推
測
す
る
。
す
な
わ
ち
、
異
本
対
照
当
時
の
着
目
点
と
し
て
は
、『

』
字
の
旁
の
部
分
が

異
本
で
相
違
し
て
い
る
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
旁
の
《

》
の
部
分
が
、
異
本
で
は
《

》
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

し
か
し
、
異
本
対
照
後
に
、
西
念
寺
本
の
系
統
で
転
写
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
ま
ず
、『

為―

』
の
『

』
字
が
、「

」
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
変
化
は
、
偏
の
部
分
の
《
爿
》
も
し
く
は
《
丬
》
を
書
き
崩
し
た
際
に
、《

》
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
あ
り
得
な
い
も
の
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
異
本
注
記
に
つ
い
て
も
、
本
来
、『
将
イ
』
と
あ
っ

た
も
の
が
、
転
写
作
業
の
結
果
、
偏
の
《
丬
》
の
《
冫
》
を
、《
氵
》
の
よ
う
に
記
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
資
料
Ｂ-

23
の
西
念
寺
本
の
熟
字
項
目
「

為―

」
の
「

」
字
は
、
高
山
寺
本
系
統
の
写
本
に
近
し
い
記
述
で
あ

り
、
異
本
注
記
「

イ
」
か
ら
知
ら
れ
る
異
本
の
状
況
は
、
観
智
院
本
系
統
の
も
の
に
近
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

27
、「
将
イ
」（
16
ウ
）

資
料
Ｂ-

24
は
、
前
項
26
の
、
資
料
Ｂ-

23
の
『
将
為―

（
便
）』
項
目
と
と
も
に
、
標
出
漢
字
「
便
」
の
熟
字
項
目
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
の
注
記
の
『
イ
ハ
ム
ス
（
爪
）
ヘ
』
と
と
も
に
、
万
葉
集
の
第
四
八
一
番
歌
が
出
典
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
あ
る（

79
）。



西
念
寺
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類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
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と
脱
漏

五

 

　

資
料
Ｂ-

24
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
熟
字
項
目
「

云
為―

（
便
）」
の
「

」
字

の
右
の
「
将
イ
」
と
い
う
注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
項

目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
こ
の
「
将
イ
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念

寺
本
の
増
補
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
西
念
寺
本
の
「
将
イ
」
は
、「
熟
字
項
目
『

云
為―

（
便
）』
の
『

』
字
が

異
本
で
は
『
将
』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
を
示
す
異
本
注
記
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

西
念
寺
本
の
熟
字
項
目
「

云
為―

（
便
）」
の
「

」
字
が
、
本
来
、『
將
』
も
し
く
は
『
将
』
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
資
料
Ｂ-

24
の
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
の
記
載
状
況
か
ら
充
分
推
測
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
西
念
寺
本
の
「

云
為―

（
便
）」
の

「

」
字
の
字
形
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
楷
書
体
の
『
將
（
将
）』
字
が
、
西
念
寺
本
の
「

」
の
よ
う
に
、
そ
の
偏
を
《
彳
》
で
記
さ

れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
し
ま
う
原
因
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
行
書
体
や
草
書
体
で
記
さ
れ
て
い
た
『
將

（
将
）』
字
が
、
転
写
の
際
に
楷
書
化
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
行
書
・
草
書
体
の
漢
字
を
楷
書
化
す
る
に
際
し
て
、
そ
の
字
画
を
誤
記
し
て
し

ま
う
こ
と
は
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
転
写
時
の
底
本
の
『
將
（
将
）』
字
が
楷
書
体
で
な
く
、
例
え
ば
、
偏
の
部
分
が
、
資
料
Ｂ-

24
の
高
山
寺
本
の
よ
う
に
、

《
爿
（
丬
）》
の
字
画
を
書
き
崩
し
た
《

》
で
あ
る
『

』
字
の
よ
う
な
記
さ
れ
方
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
転
写
の
際
に
、
そ
の

《

》
の
字
画
を
楷
書
化
す
る
こ
と
を
試
み
た
場
合
に
、
字
形
の
類
似
か
ら
、《

》
を
《
爿
（
丬
）》
で
は
な
く
、《
彳
》
で
あ
る
と
勘
違

い
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

但
し
、
西
念
寺
本
の
「

」
字
は
、
旁
の
部
分
が
《

》
と
な
っ
て
お
り
、
高
山
寺
本
の
「

」
字
の
旁
が
《

》
と
な
っ
て
い
る
の
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六

と
は
相
違
し
て
い
る
の
で
、《
彳
》
と
《

》
の
関
係
の
み
か
ら
、
西
念
寺
本
と
高
山
寺
本
の
関
係
を
言
及
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の

一
方
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
「
将
イ
」
の
「
将
」
字
は
、
資
料
Ｂ-

24
の
観
智
院
本
の
「
将
」
の
字
形
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
の
西
念
寺
本
の
異
本
が
、
高
山
寺
本
よ
り
も
観
智
院
本
系
統
の
写
本
と
近
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
先
の
資
料
Ｂ-
23
の
『
将
為―

（
便
）』
項
目
の
考
察
の
際
と
同
じ
結
論
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
資
料
Ｂ-

23
の
西
念
寺
本
の
場
合
と
同
様
に
、
西
念
寺
本
の
系
統
に
お
い
て
、『
將
（
将
）』
字
が
楷
書
体
で
な
か
っ
た
写

本
が
存
在
し
、
現
存
本
が
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
推
測
は
、
資
料
Ｂ-

24
の
高
山
寺
本
で
、
実
際
に
『
將
（
将
）』
字
に
相
当

す
る
漢
字
が
書
き
崩
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
あ
り
得
な
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
書
き
崩
さ
れ
た
『
將
（
将
）』
字
を

転
写
す
る
際
に
、
そ
の
楷
書
体
を
正
し
く
想
定
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
資
料
Ｂ-

23
、
24
の
西
念
寺
本
の
当
該
字
の
字
形
を
異
様
な
も

の
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
、
そ
も
そ
も
、
熟
字
項
目
と
は
い
え
、
漢
字
の
異
体
字
を
問
題
に
す
る
こ

と
が
常
で
あ
る
名
義
抄
に
お
い
て
「
見
出
し
語
が
楷
書
体
で
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

熟
字
項
目
で
あ
る
こ
と
は
、
単
字
と
し
て
の
表
記
レ
ベ
ル
と
は
異
な
る
の
だ
と
も
言
え
そ
う
で
は
あ
る
が
、
現
実
的
な
問
題
と
し
て
、

『
將
（
将
）』
字
は
一
般
的
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
漢
字
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
行
書
体
、
草
書
体
を
知
ら
な
い
こ
と
に
責
が
あ
る
と
も
言
え

そ
う
で
あ
る
し
、
楷
書
時
に
お
け
る
異
体
字
の
存
在
を
示
す
こ
と
が
名
義
抄
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
少

な
く
と
も
、
注
記
で
は
な
い
標
出
漢
字
や
熟
字
項
目
の
漢
字
を
書
き
崩
す
こ
と
に
は
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
感
が
あ
る
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
前
項
26
の
資
料
Ｂ-

23
と
併
せ
て
、
資
料
Ｂ-

24
の
項
目
は
、
そ
の
名
義
抄
と
し
て
の
用
例
採
取
の
段
階
か

ら
、
両
資
料
に
共
通
す
る
『
將
（
将
）』
字
は
楷
書
体
で
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
で
あ
る
。
そ
の
考
察
の

た
め
に
、
仮
に
、
用
例
採
取
時
に
お
い
て
、
資
料
Ｂ-

23
、
24
の
『
將
（
将
）』
字
に
相
当
す
る
漢
字
が
、
偏
《
爿
（
丬
）》
を
書
き
崩
し

た
『

』
で
あ
っ
た
と
し
た
場
合
の
、
各
写
本
の
現
存
本
の
状
況
を
表-

24-

ａ
〜
ｃ
に
示
し
た
。
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表-

24-

ａ
〜
ｃ
に
示
し
た
よ
う
に
、
資
料
Ｂ-

23
、
24

の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
そ
の
用
例
採
取
時
の
写
本
に
お
い

て
、
偏
《
爿
（
丬
）》
が
書
き
崩
さ
れ
た
『

』
が
記
さ

れ
て
い
た
と
想
定
す
る
と
、
表-

24-

ａ
の
高
山
寺
本
の
系

統
の
写
本
で
は
、
資
料
Ｂ-

23
の
場
合
は
偏
の
楷
書
化
が

な
さ
れ
た
が
、
資
料
Ｂ-

24
の
場
合
は
、
楷
書
化
が
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
元
の
字
形
を
現
存
本
に
ま
で
伝
え
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
表-

24-

ｂ
の
西
念
寺
本
の
系
統
の
写

本
で
は
、
資
料
Ｂ-

23
の
場
合
は
、
偏
の
楷
書
化
を
試
み

た
こ
と
に
よ
り
、
誤
解
が
発
生
し
、「

」
と
な
っ
た
が
、

資
料
Ｂ-

24
の
場
合
は
、
そ
の
上
、
さ
ら
に
旁
の
字
画
が

変
更
さ
れ
、「

」
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合

の
誤
解
は
、
恐
ら
く
は
知
識
不
足
か
ら
、
偏
の
楷
書
化
の

際
に
、《
爿
（
丬
）》
と
す
る
と
こ
ろ
を
、
資
料
Ｂ-

23
の

場
合
は
《

》
に
、
資
料
Ｂ-

24
の
場
合
は
《
彳
》
に
思

い
違
い
を
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、

表-
24-

ｃ
の
観
智
院
本
の
系
統
で
は
、
資
料
Ｂ-

23
、
24

の
場
合
と
も
に
、
偏
の
楷
書
化
が
正
し
く
な
さ
れ
た
ほ
か
に
、
旁
の
変
更
も
行
わ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

表‒24‒a

高　

山　

寺　

本

用
例
採
取
時

現
存
本

資
料
Ｂ-
23

（
偏
の
楷
書
化
）

資
料
Ｂ-

24

（
変
更
な
し
）

表‒24‒b

西　

念　

寺　

本

用
例
採
取
時

現
存
本

資
料
Ｂ-

23

（
偏
の
楷
書
化
と
誤
解
）

資
料
Ｂ-

24

（
偏
の
楷
書
化
と
誤
解
、
旁
の
変
更
）

表‒24‒c

観　

智　

院　

本

用
例
採
取
時

現
存
本

資
料
Ｂ-

23

将
（
偏
の
楷
書
化
と
旁
の
変
更
）

資
料
Ｂ-

24

将
（
偏
の
楷
書
化
と
旁
の
変
更
）



八

右
の
よ
う
に
、
資
料
Ｂ-

23
、
24
の
二
つ
の
資
料
を
ま
と
め
て
考
え
た
場
合
、
用
例
採
取
時
の
『
將
（
将
）』
字
の
状
況
が
い
ず
れ
も

『

』
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
現
存
本
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
最
も
変
更
箇
所
が
少
な
い
の
が
高
山
寺
本
で
、
最
も
多
い
の
が
観
智
院
本

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
両
写
本
の
成
立
の
時
期
と
関
係
し
て
い
る
の
だ
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

西
念
寺
本
は
両
本
の
中
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
楷
書
化
の
際
に
、
そ
の
あ
る
べ
き
字
体
を
誤
解
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
こ

と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
重
要
な
点
は
、
資
料
Ｂ-

23
に
お
い
て
は
、
偏
の
楷
書
化
と
、
旁
の
変
更
と
い
う
二
つ
の
変
化
に
お
い
て
、

観
智
院
本
の
系
統
に
お
け
る
変
更
と
は
、
そ
の
発
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
用
例
の
出
典
と
し
て
、
万
葉
集
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
そ
の
万
葉
集
の
写
本
に
お
い
て
、
前
項
26
の
資
料
Ｂ

-

23
と
併
せ
て
、『
將
（
将
）』
字
が
『

』
と
記
さ
れ
て
い
た
も
の
が
典
拠
と
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
あ
る（

80
）。

28
、「
テ
イ
」　

／　

29
、「
ハ
ル
イ
」（
16
ウ
・
17
オ
）

資
料
Ｂ-

25
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ

資料B-25

観智院本

仏上 31

西念寺本

16ウ・17オ

高山寺本

17ウ

資料 B-25

観智院本

仏上 31

西念寺本

16ウ・17オ

高山寺本

17ウ
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九

れ
に
基
づ
い
て
、
表
Ｂ-

25-

ａ
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。

表
Ｂ-

25-

ａ
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
使
」
の
注
記
、
⑫
「
テ
イ
」
と
⑭
「
ハ
ル
イ
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
⑫
「
テ
イ
」
と
⑭
「
ハ
ル
イ
」
は
い
ず
れ
も
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い

の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
西
念
寺
本
の
⑫
「
テ
イ
」
に
つ
い
て
は
、
一
見
す
る
と
、
左
隣
の
⑪
「
タ
テ
」
の
「
タ
」
に
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
そ
れ
で
は
異
本
に
『
テ
テ
』
と
あ
る
意
に
な
り
、
こ
れ
は
意
味
不
明
で
あ
る
の
で
、
⑫
「
テ
イ
」
の
記
載
位
置
は
、
現
在

の
場
所
と
は
、
本
来
は
異
な
る
場
所
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
⑫
「
テ
イ
」
は
、
⑪
「
タ
テ
」
の
「
タ
」

で
は
な
く
、
二
文
字
目
の
「
テ
」
に
対
し
て
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

厳
密
に
言
え
ば
、
資
料
Ｂ-

25
の
西
念
寺
本
の
⑪
「
タ
テ
」
の
「
テ
」
字
は
、
そ
の
三
画
目
の
《

》
画
が
、
二
画
目
の
横
画
の
《

》

を
貫
い
て
、「

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「

」
の
字
体
は
「
テ
」
よ
り
も
古
い
異
体
字
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
西
念
寺
本
以
前
の
写
本
に

観智院本

①

里

使
二
乂　

②
シ
ム　

③
せ
シ
ム　

④
タ
ト
ヒ

⑤
ツ
カ
ヒ　

⑥
ツ
カ
フ　

⑦
シ
タ
カ
フ　

⑧
ヤ
ル　

⑨
ツ
カ
サ
ト
ル　

⑩
禾
シ

⑪
タ
テ

ツ
ル

西念寺本

①

里

使

二
人　

②
ツ
カ
ヒ　

③
ツ
カ
フ

④
シ
ム　

⑤
せ
シ
ム　

⑥
タ
ト
ヒ

⑦
シ
タ
カ
フ　

⑧
ヤ
ル

⑨
ツ
カ
サ　

⑩
ト
ル　

⑪⑫

タテ

テイ

⑬

タ
爪　

⑮
禾
シ

高山寺本

①

里

使
二
反　

②
ツ
カ
ヒ　

③
ツ
カ
フ　

④
シ
ム　

⑤
せ
シ
ム

⑥
タ
ト
ヒ　

⑦
シ
タ
カ
フ　

⑧
ヤ
ル　

⑨
ツ
カ
サ
ト
ル ⑭

ハ
ル
イ

⑭
ハ
ル
イ

観智院本

①

里

使
二
乂　

②
シ
ム　

③
せ
シ
ム　

④
タ
ト
ヒ

⑤
ツ
カ
ヒ　

⑥
ツ
カ
フ　

⑦
シ
タ
カ
フ　

⑧
ヤ
ル　

⑨
ツ
カ
サ
ト
ル　

⑩
禾
シ

⑪
タ
テ

ツ
ル

西念寺本

①

里

使

二
人　

②
ツ
カ
ヒ　

③
ツ
カ
フ

④
シ
ム　

⑤
せ
シ
ム　

⑥
タ
ト
ヒ

⑦
シ
タ
カ
フ　

⑧
ヤ
ル

⑨
ツ
カ
サ　

⑩
ト
ル　

⑪⑫

タテ

テイ

⑬

タ
爪　

⑮
禾
シ

高山寺本

①

里

使
二
反　

②
ツ
カ
ヒ　

③
ツ
カ
フ　

④
シ
ム　

⑤
せ
シ
ム

⑥
タ
ト
ヒ　

⑦
シ
タ
カ
フ　

⑧
ヤ
ル　

⑨
ツ
カ
サ
ト
ル ⑭

ハ
ル
イ

⑭
ハ
ル
イ



一
〇

お
い
て
も
、
同
様
の
字
体
で
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
「
テ
」
の
異
体
字
の
「

」
を
、
字
画

構
成
の
類
似
か
ら
、
異
本
対
照
者
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
『
チ
』

が
記
さ
れ
た
も
の
と
勘
違
い
し
て
、
注
を
付
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か（

81
）。

す
な
わ
ち
、
西
念
寺
本
の
⑫
「
テ
イ
」
が
成
立
し
た
経
緯

と
し
て
は
、
異
本
対
照
時
の
当
該
本
の
『
タ

』
と
い
う
記

述
つ
い
て
、
そ
れ
を
『
タ
チ
』
と
記
さ
れ
て
い
る
と
誤
解
し

た
対
照
者
が
、
異
本
に
『
タ
テ
』
と
あ
る
の
を
見
て
、
異
本

注
記
⑫
「
テ
イ
」
を
付
す
こ
と
で
、「『
タ
チ
』
の
『
チ
』
が

異
本
で
は
『
テ
』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
意
を
示
そ
う

と
し
た
、
も
し
く
は
、
異
本
対
照
作
業
以
前
に
、
写
本
に
お
い
て
、
既
に
、『
タ

』
を
『
タ
チ
』
と
誤
っ
た
記
述
が
成
立
し
て
お
り
、

そ
れ
を
見
た
対
照
者
が
、
異
本
に
『
タ
テ
』
と
あ
る
の
を
見
て
、
異
本
注
記
⑫
「
テ
イ
」
を
付
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

し
か
し
、
⑪
「
タ
テ
」
の
場
合
も
、
ま
た
、『
タ
チ
』
の
場
合
も
、
標
出
漢
字
「
使
」
の
字
訓
と
し
て
は
、
や
は
り
不
審
で
は
あ
る
。

こ
こ
で
一
旦
、
こ
の
⑪
「
タ
テ
」・『
タ
チ
』
の
件
か
ら
離
れ
て
、
次
に
、
西
念
寺
本
の
⑭
「
ハ
ル
イ
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す

る
。西

念
寺
本
の
⑭
「
ハ
ル
イ
」
は
、
⑬
「

タ
爪
」
の
「
爪
」
に
対
し
て
付
さ
れ
た
異
本
注
記
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
異
本
に
『

タ
ハ

ル
』
と
あ
る
と
い
う
の
で
は
、
や
は
り
、
そ
の
語
義
を
理
解
し
が
た
い
。

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

①

里

使
二
乂

②
シ
ム

③
せ
シ
ム

④
タ
ト
ヒ

⑤
ツ
カ
ヒ

⑥
ツ
カ
フ

⑦
シ
タ
カ
フ

⑧
ヤ
ル

⑨
ツ
カ
サ
ト
ル

⑩
禾
シ

⑪
タ
テ

ツ
ル

①

里

使
二
人

④
シ
ム

⑤
せ
シ
ム

⑥
タ
ト
ヒ

②
ツ
カ
ヒ

③
ツ
カ
フ

⑦
シ
タ
カ
フ

⑧
ヤ
ル

⑨
ツ
カ
サ

⑩
ト
ル

⑮
禾
シ

⑪
タ
テ

⑬

タ
爪

⑫
テ
イ

⑭
ハ
ル
イ

①

里

使
二
反

④
シ
ム

⑤
せ
シ
ム

⑥
タ
ト
ヒ

②
ツ
カ
ヒ

③
ツ
カ
フ

⑦
シ
タ
カ
フ

⑧
ヤ
ル

⑨
ツ
カ
サ
ト
ル

表B-25-a
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一

そ
こ
で
、
い
さ
さ
か
乱
暴
な
感
は
あ
る
が
、
異
本
注
記
と
思
わ
れ
る
⑭
「
ハ
ル
イ
」
は
、
本
来
、『
ツ
ル
イ
』
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
い
。
⑭
「
ハ
ル
イ
」
の
「
ハ
」
は
、『
ツ
』
の
《
丶
》
の
字
画
が
一
つ
欠
け
て
、
さ
ら
に
三
画
目
の
《

》
の
払
い
の
向
き

が
左
か
ら
右
へ
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
西
念
寺
本
の
⑭
「
ハ
ル
イ
」
が
、
本
来
は
『
ツ
ル

イ
』
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
『
ツ
ル
イ
』
が
、
⑬
「

タ
爪
」
の
い
ず
れ
か
の
文
字
に
付
さ
れ
た
異
本
注
記
で
あ
っ
た
と
す
る
推
測
が

許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
、『
ツ
ル
イ
』
は
、
⑬
「

タ
爪
」
の
「
爪
」
に
対
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
⑬
「

タ
爪
」
の

「
タ
爪
」
二
文
字
に
対
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
、「
⑬
『

タ
爪
』
の
『
タ
爪
』
は
、
異
本
で
は
『
ツ
ル
』
と
記
さ
れ
て
、『

ツ
ル
』
と

あ
る
」
と
い
う
意
を
示
し
た
異
本
注
記
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
資
料
Ｂ-

25
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
⑬
「

タ
爪
」
の
直
前
に
は
、
先
の
考
察
で
不
審
に
思
わ
れ
た
⑪
「
タ
テ
」
の
注

記
が
見
え
る
。
西
念
寺
本
の
⑬
「

タ
爪
」
と
い
う
和
訓
は
、
標
出
漢
字
「
使
」
の
字
義
か
ら
し
て
、
あ
り
得
な
い
も
の
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
し
、
⑪
「
タ
テ
」
の
次
で
改
行
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
一
見
す
る
と
、
前
行
末
の
⑪
「
タ
テ
」
と
次
行
冒
頭
の
⑬
「

タ
爪
」
と

は
別
の
注
記
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
⑪
「
タ
テ
」
と
⑬
「

タ
爪
」
は
複
合
し
て
『
タ

タ
爪
』
と
い
う
一
つ
の
注
記
で
あ

る
と
考
え
る
と
、
⑪
「
タ
テ
」
の
語
義
に
対
す
る
不
審
が
解
決
さ
れ
、
や
は
り
、『
タ
チ
』
で
は
な
く
、
⑪
「
タ
テ
」
で
あ
る
べ
き
こ
と

が
わ
か
る（

82
）。

こ
こ
で
、
西
念
寺
本
の
⑫
「
テ
イ
」
と
⑭
「
ハ
ル
イ
」
の
二
つ
の
異
本
注
記
が
、
同
一
人
物
の
手
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
人
物
は
、『
タ

タ
爪
』
の
『

』
を
『
チ
』
と
考
え
て
、
異
本
対
照
時
に
⑫
「
テ
イ
」
と
付
し
た
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
勘
違
い
で
あ
る
か
ら
、
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
問
題
は
、『
タ

タ
爪
』
の
『
タ
爪
』
に
付

さ
れ
た
⑭
「
ハ
ル
イ
」
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
⑭
「
ハ
ル
イ
」
が
、
本
来
、『
ツ
ル
イ
』
と
あ
っ
た
も
の
だ
と
す
る
と
、
当
該
本
の
『
タ

タ
爪
』
に
対
し
て
、



一
二

異
本
で
は
『
タ
テ

ツ
ル
』
と
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
表
Ｂ-

25-

ａ
を
見
る
と
、
観
智
院
本
に
は
、
西
念
寺
本
に
記
載

の
な
い
⑪
「
タ
テ

ツ
ル
」
の
注
記
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
か
ら
す
れ
ば
、
西
念
寺
本
の
異
本
対
照
者
は
、
西
念
寺
本

の
⑪
「
タ
テ
」
と
⑬
「

タ
爪
」、
つ
ま
り
は
『
タ

タ
爪
』
に
対
応
す
る
注
記
と
し
て
、
観
智
院
本
に
あ
る
よ
う
な
『
タ
テ

ツ
ル
』

も
し
く
は
『
タ
テ

ツ
ル
』
を
考
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

確
か
に
、『
タ

タ
爪
』
と
『
タ
テ

（

）
ツ
ル
』
は
、
意
義
的
に
似
通
っ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
別
語
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の

い
ず
れ
か
を
転
写
時
に
お
け
る
誤
写
と
考
え
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
で
別
々
に
増
補
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
か
の
判
断
は
難
し
い
よ
う

に
思
わ
れ
る（

83
）。

し
か
し
、
異
本
対
照
者
が
、『
タ

タ
爪
』
と
『
タ
テ

（

）
ツ
ル
』
を
別
語
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
異
本
対
照
作
業
時

に
は
、
当
該
本
に
な
い
『
タ
テ

（

）
ツ
ル
』
の
注
記
が
異
本
に
見
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
異
本
注
記
と
し
て
は
、

ど
こ
か
別
の
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
に
『
タ
テ

（

）
ツ
ル
イ
』
な
ど
と
付
し
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
実
際
に
は
、『
タ

タ

爪
』
の
『
タ
爪
』
に
『
ツ
ル
イ
』
と
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
異
本
対
照
者
は
、『
タ

タ
爪
』
が
、
異
本
で
は
『
タ
テ

（

）
ツ
ル
』
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
両
者
を
関
連
付
け
る
判
断
を
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

最
後
に
、
高
山
寺
本
に
お
い
て
は
『
タ

タ
爪
』
も
『
タ
テ

（

）
ツ
ル
』
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
は

高
山
寺
本
の
成
立
以
降
に
増
補
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
増
補
作
業
は
、
別
々
の
写
本
の
系
統
に
お
い
て
別
個
に
な
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
れ
が
、
偶
然
、『
タ

タ
爪
』
と
『
タ
テ

（

）
ツ
ル
』
と
い
う
語
義
・
語
形
の
類
似
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
は
、

不
自
然
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
や
は
り
、
あ
る
時
、
あ
る
写
本
に
『
タ

タ
爪
』
か
『
タ
テ

（

）
ツ
ル
』
の
い
ず
れ
か
が
増
補
さ

れ
、
そ
の
後
の
転
写
に
よ
っ
て
、
語
義
・
語
形
の
類
似
が
原
因
と
な
っ
て
、
一
方
が
も
う
一
方
へ
と
誤
記
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で

は
な
い
か
と
考
え
た
い
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
が
ど
ち
ら
へ
と
い
う
点
に
な
る
と
、
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
記
述
の
見
間
違
い
は
論
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理
を
越
え
る
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
乱
雑
な
書
写
に
よ
り
、
そ
の
後
の
転
写
時
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
の
字
画
の
理
解
に

変
化
が
生
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
語
形
の
変
化
が
生
じ
た
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
カ
タ
カ
ナ
の
字
体
の
点
か
ら
、『

タ
爪
』
か
ら
『

（

）
ツ
ル
』
へ
の
変
化
は
あ
り
得
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
逆
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
は
考
え
る（

84
）。

30
、「
フ
イ
」（
18
オ
）

資
料
Ｂ-

26
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
、
表
Ｂ-

26-

ａ
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。

資
料
Ｂ-

26-

ａ
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
信
」
の
⑥
「
フ
イ
」
と
い
う
注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
⑥
「
フ
イ
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
思
わ
れ

る
。西

念
寺
本
の
⑥
「
フ
イ
」
は
、
左
隣
の
⑤
「
ム
ヘ
ナ
リ
」
に
付
さ
れ
た
異
本
注
記
で
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
、「
⑤
『
ム
ヘ
ナ
リ
』
の

資料B-26

観智院本

仏上 32・33

西念寺本

16ウ

高山寺本

17ウ

資料 B-26

観智院本

仏上 32・33

西念寺本

16ウ

高山寺本

17ウ



一
四

『
リ
』
が
異
本
で
は
『
フ
』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
資
料
Ｂ-

26-

ａ
で
、
西
念
寺
本
の
⑤

「
ム
ヘ
ナ
リ
」
に
相
当
す
る
注
記
を
確
認
す
る
と
、
観
智
院
本
に
⑤
「
ム
ヘ
ナ
フ
」、
高
山
寺
本
に
⑥
「
ム
ヘ
ナ
フ
」
と
あ
り
、
西
念
寺
本

の
⑥
「
フ
イ
」
で
示
さ
れ
る
異
本
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

西
念
寺
本
の
⑤
「
ム
ヘ
ナ
リ
」
に
対
し
て
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
で
は
「
ム
ヘ
ナ
フ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
「
宜
」
ま

た
は
「
諾
」
の
意
の
『
う
べ
（
む
べ
）』
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
、
語
義
と
し
て
は
類
似
し
て
お
り
、
標
出
漢
字
「
信
」
の
カ
タ
カ
ナ
注

記
と
し
て
は
、「
ム
ヘ
ナ
リ
」
も
「
ム
ヘ
ナ
フ
」
も
あ
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
で
「
ム
ヘ
ナ
フ
」

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
西
念
寺
本
の
⑤
「
ム
ヘ
ナ
リ
」
の
方
が
、
転
写
の
過
程
で
『
ム
ヘ
ナ
フ
』
か
ら
変
化
し
た
可
能
性
が

高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
変
化
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
両
者
の
語
義
の
類
似
に
よ
り
、
底
本
の
『
ム
ヘ
ナ
フ
』
を
「
ム
ヘ
ナ
リ
」
と
勘
違
い
し
た
と

い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
誤
解
し
た
人
物
に
と
っ
て
は
、「
ム
ヘ
ナ
リ
」
の
語
形
に
馴
染
み
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

観智院本

①
言
部　

②

　

③
ツ
カ
ヒフ　

④
禾
サ　

⑤
ム
ヘ
ナ
フ　

⑥
ミ
ナ　

⑦
ツ
ヽ
シ
ム　

⑧
ユ
ク　

⑨
オ
モ
シ

⑩
せ
ム　

⑪

カ
ス　

⑫
馬
行　

⑬
ミ
チ　

⑭
ウ
ヤ

ウ　

⑮
キ
ハ
ム　

⑯
シ
ル
シ　

⑰
ト
シ　

⑱
ア
キ
ラ
カ　

⑲
サ
子

⑳
ノ
フ　

㉑
コ
レ　

㉒
ス
ナ
ハ
チ

㉓
フ
タ
ヨ

西念寺本

①
言
部　

②

コ
ト　

③
ツ
カ
ヒフ　

④
禾
サ　

⑤
ム
ヘ
ナ⑥
フ
イリ　

⑦
ミ

ナ　

⑧
ツ
ヽ
シ
ム　

⑨
ユ
ク　

⑩
オ
モ
シ　

⑪
セ
ム　

⑫

カ
爪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
テ　

㉓
ワ
タ

⑬
馬
行　

⑭
シ
テ　

⑮
ウ
ヤ

フ　

⑯
キ
ハ
ム　

⑰
シ
ル
シ　

⑱
ト
シ　

⑲
ア
キ
ラ
カ　

⑳
サ
禾　

㉑
ノ
フ　

㉒
コ
レ　

㉒
爪
カ

高山寺本

①
在
言
部　

②

コ
ト　

③
ツ
カ
ヒ　

④
ツ
カ
フ　

⑤
ミ
ナ　

⑥
ム
ヘ
ナ
フ　

⑦
禾
サ　

⑧
ユ
ク　

⑨
せ
ム　

⑩

カ
ス　

⑪
馬
行

　
　
　
　
　

⑫
ミ
チ　

⑬
シ
ル
シ　

⑭
ア

ラ
カ　

⑮
ト
シ　

⑯
サ
ネ　

⑰
コ
レ　

⑱
ス
ナ
ハ
チ　

⑲
ツ
ヽ
シ
ム

　
　
　
　
　

⑳
ウ
ヤ

フ　

㉑
キ
ハ
ム　

㉒
ノ
フ　

㉓
フ
タ



西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

一
五

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
カ
タ
カ
ナ
の
『
フ
』
と
「
リ
」
の
字
画
の
類
似
の

点
か
ら
は
、
底
本
の
『
ム
ヘ
ナ
フ
』
の
『
フ
』
字
が
明
確
に

記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、『
フ
』
字
を
「
リ
」
と
見

誤
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、『
フ
』
の
起
筆
時
に
筆
を
強
く
紙
面
に
押
し
付

け
る
こ
と
で
、
入
筆
部
が
《
丶
》
の
よ
う
な
形
に
な
り
、
続

く
横
画
の
送
筆
に
お
い
て
は
力
を
抜
い
て
軽
く
筆
を
送
る
こ

と
で
、
横
線
の
《

》
が
、
い
わ
ゆ
る
連
綿
の
際
の
細
い
線

に
な
り
、
最
後
の
左
払
い
《
ノ
》
へ
移
る
際
の
転
折
部
の
始

め
に
再
び
力
を
入
れ
、
強
く
筆
を
紙
面
に
押
し
付
け
る
よ
う

に
す
る
と
、
本
来
、
一
筆
書
き
で
成
立
す
る
『
フ
』
字
が
、

《
丶
》
と
《
ノ
》
の
二
画
で
記
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な
字

形
が
成
立
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

一
見
す
る
と
カ
タ
カ
ナ
の
『
ソ
』
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
に

な
る
が
、
二
つ
の
字
画
の
書
か
れ
よ
う
、
例
え
ば
初
画
の

《
丶
》
が
縦
画
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
だ
け
で
、「
リ
」
の
字
画

に
類
似
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
し
、
注
記
と
し
て
も
『
ム
ヘ
ナ
ソ
』
と
い
う
語
が
考
え
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、
底
本
の
『
ム
ヘ
ナ
フ
』
の

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

①
言
部

②③
ツ
カ
ヒフ

④
禾
サ

⑤
ム
ヘ
ナ
フ

⑥
ミ
ナ

⑦
ツ
ヽ
シ
ム

⑧
ユ
ク

⑨
オ
モ
シ

⑩
せ
ム

⑪

カ
ス

⑫
馬
行

⑬
ミ
チ

⑭
ウ
ヤ

ウ

⑮
キ
ハ
ム

⑯
シ
ル
シ

⑰
ト
シ

⑱
ア
キ
ラ
カ

⑲
サ
子

⑳
ノ
フ

㉑
コ
レ

㉒
ス
ナ
ハ
チ

㉓
フ
タ
ヨ

①
言
部

②

コ
ト

③
ツ
カ
ヒフ

④
禾
サ

⑤
ム
ヘ
ナ
リ

⑥
フ
イ

⑦
ミ
ナ

⑧
ツ
ヽ
シ
ム

⑨
ユ
ク

⑩
オ
モ
シ

⑪
セ
ム

⑫

カ
爪

⑬
馬
行

⑭
シ
テ

⑮
ウ
ヤ

フ

⑯
キ
ハ
ム

⑰
シ
ル
シ

⑱
ト
シ

⑲
ア
キ
ラ
カ

⑳
サ
禾

㉑
ノ
フ

㉒
コ
レ

㉒
爪
カ
ハ
テ

㉓
ワ
タ

①
在
言
部

②

コ
ト

③
ツ
カ
ヒ

④
ツ
カ
フ

⑦
禾
サ

⑥
ム
ヘ
ナ
フ

⑤
ミ
ナ

⑲
ツ
ヽ
シ
ム

⑧
ユ
ク

⑨
せ
ム

⑩

カ
ス

⑪
馬
行

⑫
ミ
チ

⑳
ウ
ヤ

フ

㉑
キ
ハ
ム

⑬
シ
ル
シ

⑮
ト
シ

⑭
ア

ラ
カ

⑯
サ
ネ

㉒
ノ
フ

⑰
コ
レ

⑱
ス
ナ
ハ
チ

㉓
フ
タ

表B-26-a



一
六

『
フ
』
を
「
リ
」
と
誤
認
す
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

『
ム
ヘ
ナ
フ
』
か
ら
「
ム
ヘ
ナ
リ
」
へ
と
変
化
し
た
原
因
が
、
両
者
の
意
義
的
類
似
に
起
因
す
る
も
の
か
、
字
形
的
類
似
に
よ
る
も
の

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い（

85
）。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
本
稿
を
分
載
致
し
ま
す
。
以
下
続
。

注　

記

（
72
）
説
文
解
字
（『
説
文
解
字　

附
検
字
』
中
華
書
局　

１
９
６
３
年
12
月
）
の
八
上
人
部
・
九
・
オ
モ
テ
に
『

』
字
の
記
載
が
あ
り
、「
左
右

兩
視
」
の
記
述
が
あ
る
。

（
73
）『

』
字
に
つ
い
て
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の920

に
記
載
が
あ
り
、（
74
）
の937

と
は
異
体
字
の
関
係
に
あ
る
と
す
る
。

（
74
）『

』
字
に
つ
い
て
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の937

に
記
載
が
あ
る
。

（
75
）「
逵
」
字
に
つ
い
て
は
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の38948

に
記
載
が
あ
る
。

（
76
）
但
し
、
高
山
寺
本
の
「
音

」
の
「

」
字
が
『
逵
』
字
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
振
仮
名
は
「
キ
」
と
あ
っ
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
は

あ
る
。
振
仮
名
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
で
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
77
）（
12
）
の
正
宗
敦
夫
氏
は
、「
せ
ム
ス
ヘ
」
の
項
の
「
将
為
（
便
）」
に
対
し
て
「
○
高
夲
に
よ
り―

を
加
ふ
」
と
さ
れ
、（
14
）
の
草
川
昇
氏

は
、「
セ
ム
ス
ベ
・
将
為
（
便
）」
の
項
で
、「
観
本　

将
為　

誤
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
78
）
万
葉
集
の
四
八
一
番
歌
に
「
白
細
之　

袖
指
可
倍
弖　

靡
寐　

吾
黒
髮
乃　

真
白
髮
尓　

成
極　

新
世
尓　

共
将
有
跡　

玉
緒
乃　

不
絶
射
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一
七

妹
跡　

結
而
石　

事
者
不
果　

思
有
之　

心
者
不
遂　

白
妙
之　

手
本
矣
別　

丹
杵
火
尓
之　

家
従
裳
出
而　

緑
児
乃　

哭
乎
毛
置
而　

朝
霧

髣
髴
為
乍　

山
代
乃　

相
楽
山
乃　

山
際　

徃
過
奴
礼
婆　

将
云
為
便　

将
為
便
不
知　

吾
妹
子
跡　

左
宿
之
妻
屋
尓　

朝
庭　

出
立
偲　

夕

尓
波　

入
居
嘆
会　

腋
挟　

児
乃
泣
每　

雄
自
毛
能　

負
見
抱
見　

朝
鳥
之　

啼
耳
哭
管　

雖
恋　

効
矣
無
跡　

辞
不
問　

物
尓
波
在
跡　

吾

妹
子
之　

入
尓
之
山
乎　

因
鹿
跡
叙
念
」
と
あ
る
（
傍
線
筆
者
）。

　
　
　

万
葉
集
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
１
『
萬
葉
集　

一
』（
岩
波
書
店　

平
成
11
年
５
月
）
に
よ
っ
た
。
改
編
本
系
の
名

義
抄
で
熟
字
項
目
の
「
将
為
便
」
と
「
将
云
為
便
」
が
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
万
葉
集
の
四
八
一
番
歌
に
「
将
云
為
便
」
と
「
将

為
便
」
が
連
続
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
資
料
Ｂ-

23
、
24
の
名
義
抄
の
出
典
が
万
葉
集
の
四
八
一
番
歌
に
あ
る
と
推
測
す
る

こ
と
は
、
無
理
の
な
い
発
想
と
考
え
る
。
ま
た
、
新
大
系
本
で
は
、
傍
線
部
の
訓
み
下
し
を
、「
い
は
む
す
べ　

せ
む
す
べ
し
ら
に
」
と
し
て

い
る
が
、『
万
葉
集
校
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
暫
定
版
）』（
同
・
作
成
委
員
会　

http://w
w
w
.m
anyou.gr.jp/SM

A
N
_1/　

平
成
23
年
９
月
現

在
）
に
よ
っ
て
、
四
八
一
番
歌
の
「
将
為
便
」
と
「
将
云
為
便
」
の
記
載
状
況
を
検
索
し
た
と
こ
ろ
、「
将
為
便
」
に
つ
い
て
は
、
寛
永
版
本
・

西
本
願
寺
本
・
京
都
大
学
本
「
せ
ム
ス
ヘ
」。
紀
州
本
「

ン
ス
ヘ
」。
神
宮
文
庫
本
「
セ
ム
ス
ベ
」。
陽
明
本
「
せ
ム　

ヘ
（
ス
な
し
）」。
広

瀬
本
「
セ
ン
ス
ベ
シ
」
を
見
せ
消
ち
に
し
て
「
セ
ム
」
を
記
す
。
類
聚
古
集
（
記
述
な
し
）。「
将
云
為
便
」
に
つ
い
て
は
、
寛
永
版
本
・
紀
州

本
・
西
本
願
寺
本
・
京
都
大
学
本
・
陽
明
本
「
イ
ハ
ム
ス
ヘ
」。
広
瀬
本
・
神
宮
文
庫
本
「
イ
ハ
ム
ス
ベ
」。
類
聚
古
集
で
は
「
将
」
字
に
「
ム
」

と
の
み
あ
っ
て
、
訓
み
下
し
の
際
の
異
説
は
考
慮
し
な
く
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
万
葉
集
で
「
将
為
便
」
が
「
せ
む
す
べ
」、「
将
云
為
便
」

が
「
い
は
む
す
べ
」
と
訓
み
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料
Ｂ-

23
、
24
の
各
写
本
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
因
に
、

同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
四
八
一
番
歌
の
「
せ
む
す
べ
」、「
い
は
む
す
べ
」
の
表
記
に
お
い
て
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
「
ス
」
字
を
「
爪
」
で

表
記
し
た
例
は
な
い
。

　
　
　

但
し
、
出
典
と
し
て
万
葉
集
を
考
え
る
場
合
、
標
出
漢
字
（
熟
字
項
目
）
と
し
て
は
と
も
か
く
、
和
訓
の
注
記
に
つ
い
て
は
問
題
が
存
す
る



一
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か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
資
料
Ｂ-

23
の
注
記
『
せ
ム
ス
（
爪
）
ヘ
』
や
資
料
Ｂ-

24
の
注
記
『
イ
ハ
ム
ス
（
爪
）
ヘ
』
に
対
し
て
、
観
智

院
本
、
高
山
寺
本
で
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
朱
点
は
、「
師
説
」
と
す
れ
ば
問
題
は
な
く
な

る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、「
證
據
」
と
解
す
る
場
合
に
、
出
典
の
状
況
を
転
写
し
た
も
の
と
す
る
な
ら
、
万
葉
集
の
場
合
に
も
あ
り
得
る
も
の

か
ど
う
か
は
問
題
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
79
）（
78
）
参
照
。

（
80
）（
78
）
の
『
万
葉
集
校
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
暫
定
版
）』
に
よ
っ
て
、
四
八
一
番
歌
の
「
将
為
便
」
と
「
将
云
為
便
」
の
記
載
状
況
を
検
索
し

た
と
こ
ろ
、「
將
（
将
）」
字
を
楷
書
で
記
し
て
い
る
の
は
寛
永
版
本
・
神
宮
文
庫
の
み
で
、
広
瀬
本
・
類
聚
古
集
・
紀
州
本
・
西
本
願
寺
本
・

京
都
大
学
本
・
陽
明
本
で
は
「
將
（
将
）」
字
を
書
き
崩
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
中
で
も
紀
州
本
の
「
將
（
将
）」
字
は
、
ど
ち
ら
も
資

料
Ｂ-

24
の
高
山
寺
本
の
「

」
の
様
子
と
類
似
す
る
。
但
し
、
紀
州
本
は
「
将
為
便
」
の
「
便
」
字
を
書
き
崩
し
て
「
波
」
字
の
よ
う
に
記

し
て
お
り
、
相
違
点
が
存
す
る
。
ま
た
、
広
瀬
本
で
は
「
将
為
便
」
の
「
便
」
字
を
「
伎
」
に
書
い
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
当
該
箇
所
の
「
将
」

字
を
書
き
崩
し
た
万
葉
集
の
例
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
が
、
名
義
抄
が
出
典
と
し
た
万
葉
集
が
、
い
ず
れ
の
も
の
で
は
あ
る
か
は
、

そ
の
成
立
年
お
よ
び
転
写
に
よ
る
系
統
の
問
題
も
含
め
て
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　

な
お
、
名
義
抄
の
出
典
に
万
葉
集
が
存
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
原
撰
本
系
の
図
書
寮
本
の
記
述
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
索
引
と
し
て
は
、
橋
本

不
美
男
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
索
引
」（『
書
陵
部
紀
要
』
第
一
号　

昭
和
26
年
３
月
）
に
「
欵―

（
冬
）」「
万―

（
歳
）」「
月―

（
比
）」、
築
島
裕
・
宮
澤
俊
雅
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
仮
名
索
引
」（
出
典
別
索
引
）（『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄　

解
説
索
引
編
』
勉
誠
社　

昭
和
51
年
１
月
）
に
「
欵―

（
冬
）」「
万―

（
歳
）」「
月―

（
比
）」
が
あ
り
、
そ
の
他
、
吉
田
金
彦
氏
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
攷
（
下

一
）」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
第
五
輯　

昭
和
30
年
10
月
）
の
「
外
典
関
係
の
出
典
に
つ
い
て
」
の
25
・
万
葉
集
の
項
に
、
万
葉
集
か
ら
「
万

歳
」
と
「
月
比
」
の
二
例
が
採
取
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
池
田
証
寿
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
略
注
』（『
古
辞
書
と
Ｊ
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一
九

Ｉ
Ｓ
漢
字
』
第
３
号
（
平
成
12
年
３
月
）、
同
『
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
索
引
』（『
古
辞
書
と
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
』
第
４
号
（
平
成
13
年
３
月
）

が
あ
る
。
改
編
本
系
を
含
め
た
論
考
で
、
漢
文
注
、
和
訓
に
関
す
る
出
典
研
究
を
総
括
し
た
も
の
に
池
田
証
寿
「
類
聚
名
義
抄
の
出
典
研
究
の

現
段
階
」（
信
州
大
学
人
文
学
部
『
人
文
科
学
論
集
』
28　

平
成
６
年
３
月
）
が
あ
る
。
な
お
、（
４
）
の
山
本
秀
人
氏
の
論
考
に
、
改
編
本
の

熟
字
訓
に
対
す
る
出
典
調
査
と
し
て
万
葉
集
を
対
象
と
さ
れ
た
旨
が
注
記
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
81
）
⑫
「
テ
イ
」
が
、「

」
と
「
テ
」
の
異
体
字
の
相
違
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
西
念
寺
本
の
「
使
」

項
目
の
直
前
の
「
便
」
項
目
に
は
「
爪
ナ
ハ
チ
」
と
い
う
注
記
が
あ
り
、
こ
の
「
チ
」
に
相
当
す
る
カ
タ
カ
ナ
が
、
こ
こ
の
⑪
「
タ
テ
」
の

「
テ
」
と
同
じ
「

」
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。
現
西
念
寺
本
の
筆
者
の
書
き
癖
と
、
異
本
対
照
時
の
当
該
本
筆
者
の
癖
が
同
じ
で
あ
る
か
は
問

題
で
は
あ
る
が
、『
チ
』
の
初
画
を
横
画
に
記
し
て
、『

』
と
『
チ
』
の
区
別
が
な
く
な
る
と
い
う
の
も
、
あ
り
が
ち
な
癖
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

（
82
）（
14
）
の
草
川
昇
氏
は
、
西
念
寺
本
の
⑪
「
タ
テ
」
と
⑬
「

タ
爪
」
を
一
つ
の
注
記
『
タ

タ
爪
』
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
今

回
の
「
使
」
項
目
に
続
く
、「
使
」
の
熟
字
項
目
の
最
後
に
「
遣―

（
使
）」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
の
注
記
に
観
智
院
本
（
仏
上
31
）
で
は

「
タ
テ

タ
ス
」、
高
山
寺
本
（
17
ウ
）
で
は
「
タ

タ
爪
」（
但
し
、「
爪
」
の
二
画
目
が
な
く
「

」
字
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
）、
西

念
寺
本
（
17
オ
）
で
は
「
タ
テ

タ
爪
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
標
出
漢
字
「
使
」
に
対
し
て
『
タ
テ
マ
タ
ス
』
と
い
う
訓
が
存
在
す
る

こ
と
も
、
あ
り
得
な
い
も
の
で
も
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
参
考
ま
で
に
、
こ
の
「
使
」
に
対
し
て
『
タ
テ
マ
タ
ス
』
と
い
う
訓
が
あ
り
得
る

か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、（
16
）
の
築
島
裕
氏
の
『
訓
点
語
彙
集
成
』
に
は
、〔
奉
使
〕
を
「
タ
テ
マ
タ
シ
モ
（「
モ
」
の
右
に
「
テ
」
と
記

す
）
ノ
チ
」
と
訓
じ
た
例
が
一
例
見
え
る
が
、
単
字
「
使
」
と
し
て
の
用
例
は
見
え
な
い
。
因
に
、「
使
」
に
『
タ
テ
マ
ツ
ル
』
と
訓
じ
た
例

も
見
え
な
い
。

（
83
）（
14
）
の
草
川
昇
氏
は
、
観
智
院
本
の
⑪
「
タ
テ

ツ
ル
」
と
西
念
寺
本
の
『
タ
テ

タ
爪
』
を
別
項
目
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
両
者



二
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の
関
係
性
を
示
す
コ
メ
ン
ト
な
ど
は
特
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
84
）『
タ
』
を
乱
暴
に
書
き
崩
し
て
『
ツ
』
の
よ
う
に
し
て
し
ま
っ
た
り
、『
爪
』
の
字
画
を
省
略
し
て
『
ル
』
と
す
る
こ
と
は
あ
り
得
そ
う
で
あ

る
。
逆
の
場
合
、『
ツ
』
か
ら
『
タ
』
は
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、『
ル
』
か
ら
『
爪
』
は
、
字
画
が
増
加
す
る
変
化
で
あ
る
点
で
、
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
85
）（
14
）
の
草
川
昇
氏
に
よ
れ
ば
、
西
念
寺
本
で
『
ム
ヘ
ナ
リ
』
と
あ
る
も
の
が
、
そ
の
他
の
写
本
で
『
ム
ヘ
ナ
フ
』
に
な
っ
て
い
る
例
が
、
標

出
漢
字
「
可
」
の
項
目
（
西
念
寺
本
・
43
ウ
、
観
智
院
本
・
仏
上
76
、
高
山
寺
本
・
41
オ
、
蓮
成
院
本
・
上
18
オ
）
に
見
え
る
。
但
し
、「
可
」

項
目
の
西
念
寺
本
の
「
ム
ヘ
ナ
リ
」
に
は
異
本
注
記
が
付
さ
れ
て
な
い
。
ま
た
、
観
智
院
本
の
「
當
」（
仏
中
110
）、「
宣
」（
法
下
45
）
に
「
ム

ヘ
ナ
リ
」
の
例
が
存
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
観
智
院
本
で
『
ム
ヘ
ナ
リ
』
の
語
形
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
ら
し
い
。

因
に
、
観
智
院
本
の
「
宣
」
の
項
目
で
は
「
ム
ヘ
ナ
リ
」
の
注
記
の
直
前
に
「
ム
ヘ
ナ
フ
」
の
注
記
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。


